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｢京都体育学研究」編集・投稿規定 昭和60年４月４日制定

１．「京都体育学研究」（英文名KyotoJoumalofPhysicalEducation，以下本誌）は，京都体育

学会の機関誌であり年一回以上発行する。

２．本誌は本学会会員の体育・スポーツに関する論文の発表にあてる。編集委員会が認めた場合に

は会員以外に寄稿を依頼することもできる。

３．１編の論文の長ざは本誌８ページ以内を原則とする。

４．原稿は，所定の執筆要項に準拠して作成し、原著・資料などの別を指定して編集委員あてに提

出する。原文のほかにコピー２部も提出する。

５．投稿論文は，学術論文としてふさわしい内容と形式をそなえたものであり，かつ未公刊のもの

でなければならない。

６．投稿論文は編集委員会が審査し，その掲載の可否を決定する。

７．原稿の印刷において規定のページ数を超過した場合，あるいは，図版・写真などとくに費用を

要するものは，その実費を執筆者の負担とする。

８．別刷は投稿時に希望部数を申し出ることも実費により希望に応じる。

９．本誌の編集事務についての連絡は，京都体育学会事務局内「京都体育学研究」編集委員会あて

とする。

１０．編集委員会は理事会において編成する。
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明治40年１０月４日生

京都帝国大学理学部宇宙物理学科卒業

理学部副手

ドイツ，イギリス及アメリカ合衆国へ出張

大阪市技術員（電気局電気科学館天文部主任）

京都府立京都第一高等女学校教諭

臨時海軍待務部勤務

中支図書標本整理事務所復興員

興亜院嘱託（華中連絡部文化局）

中支建設資料整備委員会派遣員

同会天文気象専門委員会事業科々長

京都帝国大学理学部講師

耕心学舎講師

京都大学講師（吉田分校勤務）

京都大学助教授

医学博士（三重県立医科大学）

京都大学教授

京都大学評議員を併任

停年により退官

龍谷大学教授

京都大学名誉教授の稗号を受ける

勲三等瑞宝章を受章

龍谷大学退職

京都府スポーツ特別栄誉賞を受賞

逝去享年83歳

従四位に叙せらる

昭和11年３月

昭和11年４月

昭和１１年５月～１２月

昭和12年２月

昭和12年５月

昭和13年10月

昭和14年３月

昭和14年７月

昭和16年５月

昭和16年11月

昭和18年４月

昭和21年２月

昭和24年１０月

昭和32年１１月

昭和35年12月

昭和38年４月

昭和45年４月

昭和46年３月

昭和46年４月

昭和49年６月

昭和53年12月

昭和56年３月

昭和58年１月

平成３年５月７日



高木公三郎先生を偲ぶ

京都大学名誉教授，京都体育学会顧問，元京都体育学会会長，高木公三郎先生は，平成３年５月７日
脳腫瘍のため逝去された。

先生は昭和24年，戦後の大学改革による新制度の大学発足と同時に，京都大学の体育教室の責任者と
して着任され，以来40余年を大学体育と共に歩まれたことになる。

高木先生は，明治40年10月４日のお生まれであり，京都府立第二中学校，旧制佐賀高等学校を御卒業，
昭和８年京都帝国大学理学部宇宙物理学科に入学された。当時は日中戦争前であり，軍国主義が台頭し

始めた頃とはいうものの，京都の街にはまだのんびりとした空気が漂っており，先生は瀬田川に出かけ

てはポートを漕ぎ，京都にもどっては勉学に勤しむという落ち着いた学生生活を送れられた模様である。

昭和11年３月に京都大学を御卒業の後は，理学部副手として母校に残られ，何年５月からドイツ，イギ

リスならびにアメリカ合衆国へ約半年をかけて出張された。この時にベルリンでは，第11回オリンピッ

ク大会が開催されており，氏は日本選手団役員（ポート競技）として同大会に参加され，選手の管理に

当たられた。この御出張の際にポート競技に関する多くの文献を持ち帰られ，更に，同じ水上競技とし

てカヌーならびにファルトポート（折たたみ式の携帯カヌー）にも興味を示され，新しい水上競技並び

にレクリエーションとして日本に紹介され，今日の普及の基礎を作られた。更に，天文学の分野では，

各国の天文台，科学博物館を歴訪され，特に大阪市の依頼でドイツのプラネタリウムを調査されて，こ

れを大阪市に設置する際の指導に当たられ，科学教育に力を尽くされた。

昭和12年には京都府立第一高女の教諭に就任されたが，昭和13年海軍省嘱託を委嘱され，後に興亜院

嘱託として中国に渡られ，中支建設資料委員会委員として，日中戦争のために破損された南京紫金山天

文台及び比極閣気象台の復興に尽力された。後には|可天文台長を兼任され，中国の編暦・時報の業務に

携わると共に，研究，行政面でも大いに活躍された。しかし，昭和20年９月，終戦と共に一切の公務を

辞して，京都府天田郡夜久野町に入植されて原野の開拓に当たられた。

その後，前述のように昭和24年新制度の大学発足と共に，平沢輿教授に乞われて京都大学講師（吉田

分校）に就任され，体育科創設の重責を荷われることになった。

当時の大学体育は，昭和24年に漸く日本体育学会が発足して，学問研究の態勢が緒についたものの，

自然科学的な分野では研究者の数も少なく，京都大学でも実験器材は全くないという状態で，他学部の

力を借りなければ殆ど仕事が出来ない状況であった。高木先生は理学部の御出身だけに，人体の働きに

興味を持たれ，身体運動を力学的に解明しようと医学部解剖学教室に出向かれて，人体の運動器の構造

から学ばれた。後に力学の知識を駆使されて，独自で人体の機能解剖学を研究され，「身体運動学』と

命名された。当時欧米でも'，Kinesiology”という名で同様の研究分野が開拓され始めたところで，体育

学の研究分野の中でも先端をいく研究として高い評価をうけた。この研究は，昭和32年に600余頁の大

部の著書として，宮畑虎彦氏との共著で学芸出版社から出版されたが，この著書は現在でもバイオメカ
ニックスの研究者にとっては必読の書となっている。

昭和32年には助教授に昇進され，同35年には医学博士の学位を授与され，同37年には京都大学教授に

就任されたが，体育学会，体力医学会，バイオメカニクス学会の中心的存在として研究を続行されると

共に，多くの若手研究者の養成にも尽力された。また，京都体育学会や，大学保健体育協議会（後の大

学体育連合）の設立にも努力されて，昭和41年から47年の間は，京都体育学会会長として，体育学の振
興のために尽力されている。

高木先生は，人格御円満であり，他人のために努力を惜しまない御性格で，特に学生には常に深い愛

情を持って接しておられた。従って，若い人たちの間にも人望が高く，多くの人々から敬慕されていた。

また，学界，スポーツ界のみではなく，美術にも御造詣が深く，特に油絵は趣味の域を脱しており，京

都市市長賞をはじめ多くの賞を授賞しておられる。

昭和46年に，京都大学を停年退官された後は，龍谷大学教授を始め，同志社大学，仏教大学，京都芸
術短期大学の教職を歴任されたが，体調を崩されて一昨年６月からは一切の公職を辞しておられた。

以上のように，高木先生はその半生を大学体育の発展のために捧げられたと言っても過言ではないが，
新制大学発足以来40余年を経て，大学体育がその存在を問われて大きく変わろうとしている今日，先生
を失った痛手は計り知れないほど大きい。しかし，いくら嘆いてみても詮ないことである。残された者

が総力を挙げて当面する大学改革の問題に立ち向かい，その成果を先生の御霊前に御報告できるように

努力しなければならない。

（伊藤稔記）



幼児における“まりつき”技能の発達についての研究

松浦範子＊ 野原弘嗣＊＊

(平成３年８月３１日受付）

Developementofballbouncing

skillinpreschoolchildren

＊

NorikoMatsuura HiroshiNohara＊＊

Abstract

Thedevelopementalprocessofballbouncingskillinpreschoolchildrenwasinvestigatedlongitudinaly

fromtheviewpointofmotorcoordination、Ｓａｍｐｌｅｓｗｅｒｅ３１ｂｏｙｓｓｎｄ３０ｇｉｒｌｓ、Theyweredividedintotwo

groups：ｇｒｏｕｐＡｏｆ４ｙｅａｒｓａｎｄ７ｔｏｌ２ｍｏｎｔｈｓｏｌｄｂｏｙｓａｎｄｇｉｒｌｓａｎｄｇｒｏｕｐＢｏｆ５ｙｅａｒｓａｎｄＯｔｏ６ｍｏｎｔhs

oldones、Theirballbouncingabilitywereexaminedthreetimeseverysixmonthsｆｏｒｏｎｅｙｅａｒｂｙｍｅａｎｓｏｆ

ＶＴＲｓｙｓｔｅｍ・

Theresultswereasfollows：

LThedribblingfrequencyincreasｅｄｗｉｔｈａｇｅｏｎｂｏｔｈｂｏｙｓａｎｄｇｉｒｌｓ，withlargeindividualdiffernces・The

averageofdribblingfrequencyincreasedsignificantlyaftertheｌａｔｔｅｒｈａｌｆｏｆ５ｙｅａｒｓｏｆａｇｅ，ａｎｄｉｔ，smedian

frequencyincreasedsignificantlyafterthefirsthalfof6yeaｒｓｏｆａｇｅｏｎｔｈｅｇｉｒｌgroup

２Theballcontrolabilityofmusclewascheckedatbouncedheight・Theheightsofballbouncingwerehigher

thanshoulderandlowerthanhiｐｕｎｔｉｌｔｈｅｌａｔｔｅｒｈａｌｆｏｆ４ｙｅａｒｓｂｅｃauseofunexperiencedperformance，but

theychangedbetweenchestandhipinoldergroups、

３．Thechildrenweredribblingattheirarmlengthdistancemhigherratiｏｕｎｔｉｌｔｈｅｆｉｒｓｔｈａｌｆｏｆ５ｙｅａｒｓｏｆ

ａｇe,butdicreasedlater・Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄｔｈｅｈａｌｆｌｅｎｇｔｈｏｆｄistanceincreasedwithage、

４．Ｔｈｅｍｏｔｏｒｐａｔｔｅｒｎｏｆｔｈｅａｒｍａｎｄｈａｎｄduringdribblingchangedtoamaturedmotorpatternwithage,and

thehighlymaturedmotorpattemｓｈｏｗｅｄgreaternumberofdribblingfrequency．

らゆるスポーツの基礎的な動作形態である歩・走の

運動，跳躍運動，投．捕の運動，ころがる運動の加

齢による成熟動作への経年的変容の著しいことが明

らかにされている３－５，９－１４，１６－２５） ０

緒論

幼児期は，生涯にわたって展開されるスポーツ活

動の基礎となる運動技能を習得する時期であり，あ

*神戸女子大学：ＫｏｂｅＷｍｌｅ"，s【ﾉ)lj，e7S物,ＨＪｇｕｓｈｊｓ〃'wz-Aq)'ｑｍｑ,ＳＭｍａ－ｈ",Ｋ応
＊＊京都教育大学：Ｋｙｏｌ０Ｕ"jtWSjtyq/Ｅｄ"cut帆Ｆ"ｈａｈ"ＳｕＦ〃j"０，"o流．c〃0,Ｆ〃shj川j伽Kyoto
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施すろ余地を残している。

また，“まりつき”の動作調整の発達について猪

飼’’２)が生理学的立場から提唱した調整力の三要

素，すなわち，グレイディング，タイミング，スペ

イシングから，さらに検討してみることは興味がも

たれる。

そこで，今回，手と眼の協応能である。“まりつ

き，,動作の発達について，４歳後期から６歳前期間

に３回の測定をおこない，縦断的資料から若干の検

討を試みた。

外部からの刺激，即ち視覚，聴覚，皮膚感覚等に

より，身体の位置感覚や運動感覚が内部情報として

知覚され，統合され，運動となって表れる。さらに，

それらの動作は，経験により，正確・迅速になり，

運動がスムーズに行なわれる。手と目の協応`性も，

視空間の認知と運動系の知覚によるものである26)。

幼児期には，運動に関与する感覚の感受性の開発

が大きく，幼児の運動にたいする感受性の開発は，

運動遊びを通じてなされる27)。

しかし，幼児期の伝統的な遊びであり，多くのポ

ールゲームの基礎的技能である“まりつき'，につい

て研究された報告は少ない。“まりつき，，運動は，

床から弾ね返って上昇しつつあるボールを視覚でと

らえ，適当な高さのときにタイミング良〈，適当な

大きさの力を与えることによって動作の連続が遂行

されるスキルであり，スキルの分類における“開

放”スキル７)に該当すると考えられる。このこと

から，“まりつき”は幼児期の眼と手の協応性をみ

るのに適したgrossvisualmotorskillであるという

ことができる'5)。

宮丸ら'5)は幼児の“まりつき”における協応`性

の発達をみるために，“まりつき'，の動作を１６ｍｍ

高速度カメラで撮影し，動作の分析による９つのカ

テゴリーから典型的な５段階の動作様式に類型化し，

加齢につれて連続回数が増加する３歳児から６歳児

の“まりつき，，を動作様式の発達から裏付ける報告

をしている。しかし，この研究は横断的資料によっ

て実施されたものであり，縦断的資料から研究を実

表－２Ａ，Ｂ群幻

Ⅱ研究方法

（１）標本

本研究で用いた標本は，４歳後半から６歳前半の

幼児を対象として実施されたものである。対象幼児

は表－１に示したとおりであり，男児31名，女児３０

名，合計61名であった。Ａ群即ち，４歳７月－４歳

12月（４歳後期）の男児17名，女児13名については，

５歳７月－５歳12月（５歳後期）まで，また，Ｂ群

即ち，５歳０月－５歳６月（５歳前期）の男児14名，

女児17名については，６歳０月－６歳６月（６歳前

表－１男女児別測定数

ｉｉｉｌ

計
略
略
略

３
３
６

Ｂ群幼児の体格 (身長， 体重）

＋灼値洛隼偏差Ｆ均侑鴉隻偏差干均値桴隼偏差干灼値桴隼偏差

１０８１３４１１１２４２１１４３４４

１１０５５１１１４２５２１１６７５５

１０６３４９１１０９５３１１３５６１

１０９０３１１１１９３２１１４３３０

１９０２６１９２１９２０３２７

１９０２１２１８３６２２２３４

１７９２８１９５３３２０３３４

１８２１９２０１２２２０１２３

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

２

MII定群 A群 B群 計

iMl定期間 4歳後期から5歳後期 5歳前期から6歳前期

男児 17名 14名 31名

女児 13名 １７名 30名

計 30名 31名 61名

項
目

性
別

群
4歳後期

平均値 標準偏差

5歳前期

平均値 標準偏差

5歳後期

平均値 標準偏差

6歳前期

平均値 標準偏差

身
長
、

男
児
女
児

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

108.1

106.3

3.4

４．９

111.2

110.5

110.9

１０９．０

４．２

5.1

５．３

3.1

114.3

１１４．２

113.5

1１１．９

４．４

5.2

６．１

３．２

116.7

114.3

5.5

３．０

体
重
地

男
児
女
児

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

1９．０

1７．９

2.6

2.8

1９．２

1９．０

1９．５

1８．２

1.9

２．１

３．３

1.9

2０．３

2１．８

2０．３

2０．１

２．７

３．６

3.4

2.2

2２．２

2０．１

３．４

2.3



蕊:幼児におけるⅦつぎ技能の発達についての研究

期）までを対象にして，測定を行なった。対象児のれ方，④まりつき動作における手の使われ方とボー

身長，体重は，表－２のとおりである。ルの弾んだ高さとの経年的変化について，設定した

（２）測定実施期間分類区分に合わせて分析をおこなった。

1990年１月，1990年６月，1991年１月の３回にわ
Ⅲ結果および考察

たって，同一の幼児について，測定を行なった。

（３）測定項目および測定方法１。“まりつき”の連続回数の発達

“まりつき”：屋内フロアーにおいて，直径表－３は，加齢による“まりつき”の連続回数の

150ｃｍの円の中でドッジボール１号のボール（ボー平均値，標準偏差，中位数である。平均値をみると，

ルの大きさ，２０cm，重き，3009）を使ったまりつ４歳後期から５歳後期までをみたＡ群の男児ではそ

きを２回試行させた。円の中でポールをついた回数れぞれ7.0回，13.7回，19.5回，女児ではそれぞれ，

を最高数50回までとして測定するとともに，幼児の4.7回，12.4回17.7回であった。また，５歳前期

側方から，“まりつき'，動作をビデオテープに収録から６歳前期までをみたＢ群の男児ではそれぞれ，

し，再生することによって，①ポールの弾ね上がっ１０．４回，１４．１回１９．６回，女児ではそれぞれ，９．２

た高さ，②ボールをついているときの身体とポール回，１９．９回，３３．１回であった。

との距離，③ポールをつくときの腕および手の使わ

表－３まりつき連続回数の経年的変化（平均値・標準偏差・中位数）

、F均値標準偏差中位数

女児１２４１６８

男児１９５２１３

＊，＊＊は，同一群の先の測定時の平均値との比較である。＊Ｐ＜0.05,＊＊Ｐ＜0.01.

回，４回，６回，女児ではそれぞれ，３回，１２回，

12回，であり，Ｂ群の男児ではそれぞれ，４回，４

回，８回，女児ではそれぞれ，５回，１１回，４０回で

あった。このように，連続回数について，その平均

値および中位数から測定期間を追って変化をみると，

平均値の推移では，男児，女児とも加齢につれて増

加し，５歳後期以降の増加が顕著であり，他の運動

種目について報告きれているように，幼児の運動能

力技能は５歳ころに著しい発達を示す６，８）という

結果とほぼ同じであった。しかし，中位数では女児

の５歳後期から６歳前期の間に増加が著しく，その

各群の平均値における前の測定時との差は，男児

については，Ａ群の５歳前期と５歳後期，Ｂ群の５

歳前期と５歳後期および５歳後期と６歳前期，女児

については，Ｂ群の５歳後期と６歳前期について，

有意差がみられた。すべての年齢群において測定値

の標準偏差が大きかったが，このように標準偏差が

大きい傾向は先行の研究'０，１５)にも共通しており，

幼児期における“まりつき，，能力には種々の原因か

らくる個人差が著しいことを示すものであろう。そ

こで，平均値だけでなく中位数をも算出した。中位

数を年齢順にみると，Ａ群の男児ではそれぞれ，４

３

Ａ群

平均値 標準偏差 中位数

Ｂ群

平均値 標準偏差 中位数

４歳後期
男児

女児

７．０

４．７

1１．８

６．５

４

３

5歳前期
男児

女児

1３．７

1２．４

1８．３

1６．８

４

1２

1０．４

９．２

1４．７

１２．１

４

５

5歳後期
男児

女児

1９．５
＊

1７．７

2１．３

1５．９

６

１２

1４．１
＊

1９．９
＊＊

1７．０

1６．５

４

1１

6歳前期
男児

女児

1９．６
＊

3３．１
＊＊

1９．４

１８．２

８

4０
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ざについての個人のランクは，一回毎のポールの弾

ね上がりについて，ボールが手と接触したときの高

さを，上記の①～⑨にランクづけをし，個人の連続

回数全体の中で，最も多くみられたランクを個人の

ランクにした。ただし，同数の場合は，より優れた

ランクを個人のランクとした。

“まりつき，，において，手がポールに触れたとき

のポールの高ざは，その前のポールをついたときの

力のグレイディングならびに，操作しやすい高さで，

ポールをつくタイミングのよさを表している。さら

に，つづいてボールをコントロールして，次の操作

が行いやすい位置（方向と高さ：スペイシング）に

ポールを弾ませるための要素としても重要である。

手の操作の容易さから考えると，顔の高ざや膝の高

さは困難であり，腰から胸の高ざが容易である。図

－１にみられるように，幼児において膝よりも低い

高さ，および，顔の高さでボールをつく者の頻度は

極く少数であった。ポールの高さとしてはやや低い，

腰から膝までの高言でボールをつく者の頻度は，５

歳後期以降の女児では男児と異なって，減少する傾

向を示し，胸よりも高い位置でポールをつく者の頻

度は腰より低い位置でつく者より少なかった。この

ように，幼児の“まりつき”におけるボール・コン

トロール（グレイディングとタイミングの調整）の

傾向は，力を加え過ぎてしまう者よりも力が十分に

加えられない状態，およびポールを早すぎるタイミ

ングでつく者の頻度が高いようである。力のコント

ロールがうまくできて，つぎに行う手の操作も容易

となる腰から胸までの高さでポールをつく者の割合

は，男児ではまだ不安定であるのに対し，女児では

高い比率を占め，とくに５歳後期以降では60％から

70％を占めるまでに増加し，ボールに対する力とタ

イミングのコントロールがこの年齢においてよく習

熟されてくることを示す変化として注目される。宮

丸ら'5)のポールバウンジングにおける協応性の発

達において，６歳女児は連続回数がきわ立って多く，

動作得点も高かったことを報告しているが，図－１

に示した結果はこの研究結果と同一の傾向を示して

いる。

ほかの年齢期については，連続回数の推移において，

平均値の変化と中位数の変化にやや異なった傾向が

みられた。このことは，対象年齢の幼児においては

“まりつき,，の能力に個人差が大きかったためであ

り，平均値では各群の上位者の成績に影響され，一

方，中位数では個人の成績分布状態，とくに，各年

齢期とも発達がゆるやかな下位の者の成績に影響さ

れたためであろう。

２．ボールをつく動作の経年的変化

猪飼１）は調整力における奏功器側の構成要素と

してグレイディング（強さの調整)，タイミング

（時間調整)，スペイシング（空間的調整）をあげ，

また，調整力は受容器の側からも見なくてはならな

いと指摘している。また，調整力の発達について，

①大脳における企画・設計がうまいこと，②大脳か

ら運動神経にうまく配分されること，③フィードバ

ックがうまく利くこと，④促進と抑制がよく利くこ

と，を条件としてあげている２)。

“まりつき”がうまく連続するためには，“まり

つき”の動作目標がよく理解されたうえで，グレイ

テイング，タイミング，スペイシングにわたる調整

が，視覚情報や筋感覚などの知覚との連携のもとに，

よいフィードバックがきれなければならない。

ついたボールが弾ね上がった高さは，ポールをつ

くときの力のコントロールを表している。幼児が

“まりつき”をしているときのポールの高さをみる

と，つく力が弱く，そしてあるいは，つくタイミン

グが早いとみられる膝から下の高さ，膝の高さ，一

方，つく力が強すぎ，そしてあるいは，タイミング

がおそいとみられる肩の高さ，顔の高さなど，さま

ざまな高さがみられた。そこで弾ね上がったボール

の高さを手とボールが接触した高さとしてボールの

高さに９段階のカテゴリーを設け，ポールのコント

ロール動作の分析を試みた。

９段階のカテゴリーは，次のとおりである。①膝

より下の高さ，②膝の高さ，③腰と膝の間の高さ，

④腰の高さ，⑤腰と胸の間の高さ，⑥胸の高さ，⑦

胸と肩の高さ，⑧肩の高さ，⑨顔の高さ。

以上のカテゴリーをもとに分析し，ボールのコン

トロール動作の発達を図－１に示した。ポールの高

４
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ポールの高さ ６歳前期

図－１ポールの高言の経年的変化

Ａ，Ｂ群全幼児についてプロットしている。

（）の数字は，男，女児別合計人数に対する比率（％）○男児●女児

H本の距離の経年的変化ルがつけなくなる場合がみられた。3．ボールと身体の距離の経年的変化

ポールに手が触れたときのポールと身体との距離図－２は，ポールと身体の距離の経年的変化をみた

は，幼児の視覚による空間認知の状態を示すものでものである。動作カテゴリーを，Ａ）身体の遠くで

あると判断される。ポールとの距離の把握がよくで肘をのばしてつく，Ｂ）中間，Ｃ）身体の近くで肘

きていないケースとしては，ポールと身体の空間がを曲げてつく，の３つに分けて分類を行なった。動

大きく，身体から離れた距離でポールをつき，その作のランクづけについては，高さと同じく，一回毎

ために身体がボールについていかなくなり，きめらの動作を上記のＡ）～Ｃ）にランクづけし，個人の

れた直径150ｃｍの円から出てしまう場合，およびこ連続回数全体の中で競も多いランクを個人のランク

れとは逆に，身体とポールとの空間が小さく，ボーにした。また，同数の場合は，より優れたランクを

ルが足先や身体にあたり失敗となり，連続してボー個人のランクにした。

５

発達度 ボールの高さ ４歳後期 5歳前期 ５歳後期 6歳前期
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をとっていた者は，ごく少数であり，５歳後期と６

歳前期に集中していた。このように，連続回数が多

い者ほど成熟度の高いＤ）ランクに近づいており，

動作様式の成熟度と連続回数には深い関係があるこ

とが明らかであった。宮丸ら'5)は，幼児がポール

をつく動作様式を成熟度から５段階に分類し，加齢

につれて動作様式が成熟し，それとともに連続回数

も増加することを報告しているが，この項目につい

てもこの傾向が確認された。

図－４は３回にわたって追跡的に実験した対象幼

児におけるボールのつき方（手の使われ方）とポー

ルの弾んだ高さの関係を図にしたもので，すべての

対象児についてプロットしたものである。手の使い

方としては，未成熟動作で，ポールを「はたく・た

たく」動作と，成熟動作である「つく。押す」の動

作様式のカテゴリーをボールの弾んだ高さに併せて

分析を行った。個人のランクはこれまでに述べた他

の項目の方法と同様の方法と手順をとった。

その結果は図にみられるように，ポールの弾んだ

高さ，および手の使われ方は，多くの幼児において

５歳前期から，５歳後期にかけて未成熟動作である

「はたく・たたく」動作様式から，より成熟した動

作である「つく。押す」への移行がみられ，とくに，

女児においては，男児よりも動作様式の発達が早く，

４歳後期では，ほとんどの者が未成熟動作であった

（92％）が，５歳後期には44％の者が，より成熟し

た「つく・押す」動作となり，６歳前期においては，

76％に達していることを示し，ポールの高言も，

５）（腰）から，６）（胸）までの高さに安定し，ポ

ールをつくときに，うまく「押しながらつく」こと

ができ，その動作は成熟した動作様式に極めて近い

動作様式にまで発達していることが，顕著に現れて

いた。

ポールをつくときのボールと身体との距離は，男，

女児とも，４歳後期から５歳前期では「身体から遠

い」距離でつく者が多く，つぎに「身体から近い｣，

「中間」の順である。「身体から遠い」距離でポー

ルをつくのは未習熟な動作様式と考えてよいであろ

う。「身体に近い」距離でつく者は，図－２によれ

ば，全体として５歳前・後期ころに増加し，６歳前

期には再び減少しているが，この傾向を一般化した

発達の傾向とみることができるかどうか，更に観察

を要する。ポールをうまくコントロールしやすいと

考えられる「中間」の距離でつく者は，４歳後期か

ら６歳前期まで経年的に増加する傾向がみられた。

４。ボールをつくときの腕の使い方の経年的変化

ポールをつくときの，腕および手・手指の使い方

は，ポールが弾ねる高さと方向を調整することにつ

ながり，猪飼’)の３要素のうちのグレイディング
とスベイシングの調整能力を表すものと考える。そ

こで，腕の使い方については，Ａ）腕を屈伸しない

で棒のようにしてつく，Ｂ）腕は伸びたままである

が手首は屈伸している，ｃ）手首の屈伸とともに肘

も屈伸している，Ｄ）腕を長きいつぱいに使って，

肩，肘，手首の屈伸をしている，のように，Ａ－Ｄ

の動作カテゴリーを設け分類を行った。動作のラン

クについては，ボールの高さ，および身体とポール

との距離のランキングに用いたのと同じ方法と手順

で動作様式のランクづけを行なった。

“まりつき”をうまく連続するには，上肢のどの

部位の筋肉をどのようなグレイドで使うか（スペイ

シングおよびグレイディング)，あわせて，肩，肘，

手首，手掌，指の運動をいかにタイミングよく配列

して使うかが運動達成と動作習熟の課題となる。図

－３は，縦軸に連続回数をとり，横軸には動作様式

であるＡ)，Ｂ)，Ｃ)，Ｄ）の４段階と年齢を併せ

てとったものである。図にみられるように，この研

究の対象幼児のほとんどが動作様式のＡ）からＣ）

に分布し，とくにＢ）とＣ）への分布が多くみられ

た。すなわち，ボールをつく回数の少ない者は，未

習熟な動作のＡ）もしくはＢ）に多く，ポールをつ

く回数が多くなるにつれて，ｃ）に変化していく様

子が現れていた。より成熟度の高いＤ）の動作様式

Ⅳ要約

幼児の“まりつき，，動作の発達過程を明らかにす

るために，力の調整（グレイティング)，時間的調

整（タイミング)，空間的調整（スペイシイング）

からみた動作の調整について検討をおこなった。男

児31名，女児30名を対象として，４歳７月～４歳1２

６
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図－２ポールと身体の距離の経年的変化上段は人数，下段は比率で示す。

でつく者は経年的に減少し，「中間」の距離で

つく者が経年的に増加し，空間をうまく認知す

る能力の発達が示唆きれた。

4．“まりつき”における腕や手の使い方は，経年

的に成熟度の高い動作様式に変化していた。

5．成熟度の高い動作様式でポールをつく者ほど連

続回数も多い傾向がみられ，動作様式の成熟と

“まりつき”のパフォーマンスの発達が密接に

関連していることが確認きれた。

月の者については，５歳７月－５歳１２月まで，また，

５歳０月～５歳６月の者については，６歳０月～６

歳６月までの期間にわたって，約６カ月ごとに３回

の測定とＶＴＲ撮影を実施し，縦断的資料について

分析をおこなった。得られた結論は以下のとおりで

ある。

Ｌ幼児における“まりつき”の連続回数は男女児

とも，４歳後期から加齢につれて増加するが，

成績の個人差が大きく，平均値では，５歳後期

以降における増加が顕著であり，中位数では，

女児の６歳前期において顕著な増加がみられた。

２．“まりつき”においてポールの弾ねる高さは，

４歳後期に多くみられる力に過不足と不十分な

タイミングを示す肩以上や膝の高さから，加齢

につれて腰から胸の高さへと変化し，とくに，

５歳後期以降の女児においては，腰から胸の高

さでつく者の比率が高かった。

３．“まりつき”において，ポールから「遠い」距

離でつく者は５歳前期までは多いが，この距離

稿を終わるにあたり，本研究についてご協力をいた

だいた，神戸女子大学附属幼稚園（樋口貞子園長）

にたいして，ここに記して，感謝申し上げます。
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擁:幼児におけ〃まりつぎ技能の発達についての研究
男児

ll2131415IEl7112131415161781911l21314 ql’囿回回回ロロ

女児

図一４まりつき動作における手のつかわれ方（動作様式）とポールの弾んだ高さ
の経年的変化

同一幼児の変化を線で結び表している。
１：膝より下,‐２：膝の高き，３：腰と膝の高さ，４：腰の高さ，５：腰とＩＩＪの高色

曇鰐爾:7[,澱戸蛎ｊｂ戸酢:鉛1顔の高さ
９

４歳後期 ５歳前期 ５歳後期 ６歳前期

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ！ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ｉ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

。 。
。
。

。
。

。

。

○

。

８

￣

▽

。

ＴＩ
ヨタ

"、
￣

。

〃、

、夕

。

￣

￣

炉、

】唾
、夕

。

ＰＳ

■■

"、

コシ

－．

~■銭

〃鹿込

、夕

。
。
。

￣
￣￣

ａ、

、夕

。

０
８

⑪

０

■Ⅱ

￣

｡

〃、

■ず

｡
￣

。

f、

。

"、
－－

０

｡

が、
￣

-０

。

ZPH
￣

￣

￣

〃￣

￣夕

二、

、ジ

．。

Ｐ、

､ジ

剴｡

０

－●

-Ｆ､

_Ｐｎ

、夕

四囲

￣

一○
F､

、ジ

。
④

‐

￣

￣
￣

Ｐ己

迫夕

￣

￣

。

〆匙

、ジ

二二

、ザ

。
。

」■

。

－－

Ｌ〃

丘、
￣

〃、ろ
。

￣
￣

●
。

。

亜■》
ｃ

Ｃ

o:16(94%）⑳:１(6%） o:25(81%)●:6(19%） 。:23(74%)●:8(26%） ｡:10(71%)⑧:4(29%）

４歳後期 ５歳前期 ５歳後期 ６歳前期

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ｉ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
。
。
。
。

■～

､鄙

￣

‐

０

ヂ、
＝.

Ｃ
ｌ

、ジ

０
。

。

￣

￣

〆、
￣

。

。
。
。

。

Ｊ、

■ワ

〃、

ヨワ

０

。

。

。

。
。

。

｡.

。

。､

､ジ

Ｆ、一
《

軸夕

ａ巳

可■夕

￣

￣

●

。

⑪

ｐ、

エ
￣￣

●

。

￣

正

Ｌク
ーー

-,Ｊ

０

"、

迫夕

グ、

、￣

￣

、リ

へ

■ず

Hmh
￣ミー

￣

‐

１Ｊ

。

全

~￣

￣

、ジ

￣

則り

｡
￣

臼巳

－－

‘、
￣

｡

￣

。
（

￣

￣

￣

〃、

~、ジ

_｡＿
￣

〃、

■￣

◎

Ｃし

￣■

￣グ

一○

。

①
。
二
二
ｅ
二
一
一
●

｡

￣

已硬

￣

》
傘

￣－

－》
桑

》
《

ﾖ屋

唖Ｐ

且。

o:12(92%)の:1(8%） o:24(80%)④:6(20%） ｡:17(56%)⑩13(“%） ｡:４(24%)⑨:13(76%）



京都体育学研究第７巻平成４年２月

応性の発達(2)，ボールバウンシングの動作様式につ

いて．体育科学９：’15-126.

16）宮丸凱史・平木場浩二（1982）幼児のポールハ

ンドリング技能における協応`性の発達(3)，投動作様

式の発達とトレーニング効果．体育科学１０：１１１

－１２４．

１７）宮崎義憲（1972）ポール投調節能力に関する発

達的研究．横浜市立大学紀要・体力医学編１（１）：

１－１３．

１８）宮崎義憲，ほか（1983）幼児の跳躍動作におけ

る四肢および体幹の協応能の発達に関する検討．体

育科学１１：86-94.

19）宮崎義憲，ほか（1984）幼児の跳躍動作の協応

能の発達に関する分析的検討・体育科学１２：97-

106.

20）中村和彦・宮丸凱史。富田達彦（1987）幼児の

投動作様式の発達とその評価に関する研究．筑波大

学体育科学系紀要１０：157-166.

21）中村和彦。宮丸凱史・久野譜也（1988）幼児の

ころがり動作の発達とその評価に関する研究。筑波

大学体育科学系紀要１１：153-163.

22）中村和彦。宮丸凱史（1989）幼児に捕球動作様

式の発達とその評価に関する研究。筑波大学体育科

学系紀要１２：135-143.

23）太田昌秀・大西暁志。川合武司（1975）幼児の

運動発達におけるモルフォロギー的研究，(1)幼児の

ころがる運動．順天堂大学保健体育紀要１８－６２－

71.

24）太田昌秀（1978）ころがる動作の発達．体育の

科学２８（５）：325-329.

25）斉田ゆかり（1978）跳ぶ動作の発達．体育の科

学２８（５）：314-319.

26）高石昌弘。樋口満。小島武治（1990）からだ

の発達（身体発達学へのアプローチ)。大修館：東

京，ｐｐ､147-214.

27）リユブンスカヤ：藤井俊彦訳（1980）幼児の発

達と教育．明治図書：東京，ppo55-59．

３）角田俊幸（1972）投げる動作の発達．体育の科

学２８（５）：320-323.

4）金善應・松浦義行（1988）幼児および児童にお

ける基礎的運動技能の量的変化と質的変化に関する

研究（走，跳，投運動を中心に)．体育学研究３３

（１）：２７－３８．

５）笠原嘉介・宮下桂治・伊藤政男（1975）幼児の

運動発達におけるモルフォロギー的研究（Ⅱ：幼児

のころがる運動)．順天堂大学保健体育紀要１８：

７１－７５．

６）勝部篤美（1971）Ｉ幼児の運動能力．幼児体

育の理論と実践。杏林書院：東京．ｐｐ､28-37.

7）KnappB：Skillinsport,ＨＴＡホワイテイン

グ：加藤橘夫ほか訳（1964）ボール･スキル。ベー

スボールマガジン社：東京，ｐｐ､22-23.から引用．

８）松浦範子・迫登美代・野原弘嗣（1990）幼児

における手の操作能力と運動能力の関係．京都体育

学研究５：２５－３４．

９）松浦義行（1978）幼児期における運動技能の発

達（ポールハンドリング技能について)．体育学研

究２３（２）：129-140.

10）宮司公子・勝部篤美・原田碩三（1971）幼児の

運動能力に関する研究（第２報）幼児の性別。年齢

別・身長別運動能力標準表の作成について。金城学

院大学論集１１：31-44.

11）宮丸凱史（1975）幼児のRunningPattern，

JumpingPatternの発達過程について（幼児の運動

能力の特性とその開発に関する研究)．文部省科学

研究費助成研究集２，東京女子体育大学女子体育研

究19-32.

12）宮丸凱史（1975）幼児の基礎的運動技能におけ

るMoterPatternの発達，(1)幼児のRunningPattern

の発達過程．東京女子体育大学紀要１０：１４－２５．

１３）宮丸凱史（1978）走る動作の発達．体育の科学

28（５）：306-313.

14）宮丸凱史（1978）幼児のポール投げにおける

ThrowingPatternの発達過程．東京女子体育大学女

子体育研究所研究集録３：3-16.

15）宮丸凱史・斉藤昌久・芦村義文・朝比奈一男

（1981）幼児のポールハンドリング技能における協

－１０－



女子大学の正課体育実技における

至適運動強度と運動効果に関する研究

－サーキット゜トレーニングについて－

村茂紀＊宮

(平成３年１０月22日受付）

Asutudyoneffectsofcircuittraininginphysicaleducationclass

forfemaleuniversitystudents

＊

ShigekiMiyamura

Abstract

Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｉｓｔｏｄｅｔｅｒminetheeffectofcircuittrainingandthemostsuitableexercisein

physicaleducationclass・Ｔｈｅｄａｔａｕｓｅｄｉｎｔｈｉｓｓｔｕｄｙａｒｅｆｒｏｍｔherecordsof“basictraining”instudentswho

exercisedinacurriculumoffitnesscourse

Theresultsoftheexperimentandtheanalysｅｓａｒｅａｓｆｏｌｌｏｗｓ：

lThetimerequiredforthetrainingwasshortenedbydegrees,espsciallyinthesecondtraining

２．Ｔｈｅｔｒａｍｉｎｇｍａｙｂｅｅｆｆｅｃｔｉｖｅｏｎｔｈｅｉmprovementofphysicalstrengthbecausethehighestability

valueofthepracticeincreasedsignificantｌｙｅｖｅｎｂｙｓｈｏｒｔｔｅｒｍｓｕｃｈａｓｓｉｘｗｅｅｋtraining

３Thesixweektrainingcorrespondstothemostsuitableexerciseloadbeｃａｕｓｅｔｈｅｐｒａｃｔｉｃｅｏｆｔｗｏｓｅｔｓ

ｏｆｎｉｎeitemsinthestandardcircuittraiｎｉｎｇｃｏｎｆｉｒｍｅｄａｎｅｆｆｅｃｔｏｎｔｈｅｉｍｐｒovementofphysical

ability、

４．Theincreaseofthehighestabilityｖａｌｕｅｉｎｔｈｅｓｉｘｗｅｅｋｔｒａｉｎｉｎｇｄｏｅｓｎoｔｏｎｌｙｄｅｐｅｎｄｏｎｔｈetimesof

repetitionofthecircuittraining,butratherontheindividualambitionandmentalcondition、

５．Accordingtoaquestionaireafterthecourse，４２６％ofthestudentsansweredthatthecircuittraining

waseffective．

要領の改訂によれば，体育科の方針として小・中。

高等学校の内容lOL19)，３２)，３８)，３９)の一貫`性と，

生涯体育への定着を強く打ち出すとともに，各時期

１．研究目的

教育課程の改善に伴う文部省26)，２７ハ２８)の指導

神戸女子大学：ＫＯ比Ｗ0,,zα"，ｓ【ﾉ)OjTﾉP沌吻,HIgushjs脚加ｑ－Ａｑ)ﾉｑｍａ,Ｓ川､α-ｈ脚Ｋｏｂｅ
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での体力６)，３１)，３５)，４０)，４４)の向上を大きな目標

としている。

ことに，最近の受験期を経て入学する学生や，浪

人生活期間を経て入学する学生に対しては，大学で

の生活を健康的に，且つ，健康の保持発達のための

施策25)として，体力の保持増進を保障することは

大学としての責務でもあろう。

体力の定義は，本稿では論じないが，循環系機能

と直接結びつく持久`性４)，１２)は特に重要である。

また，その判定法としての測定14)，４０)についても
多くの研究5)，llLl3)，16)，１７)，１８)，２２)，２３)，３０）

がみられる。

大学の正課体育実技の目的も，これらの経緯をふ

まえた上で設定されるところであるが，通例として，

１．全ての学生生活の基盤をつくる健康な心身の保

持。発達を促す，２．身体活動を通して種々の運動

を定着させる，３．将来の日常生活にも自らが種々

の身体活動を実践し生涯体育36)の基盤を整備する

等と，とらえられている。しかし浅見’)，吉田．

下田43)も指摘しているように，“男子”については，

一般に大学の正課体育実技は，週１回，９０分単位で

実施されているのが通例である。

平均的な“女子”学生についても同様であり，限

られた期間での，且つ，短期間で，頻度の少ないト

レーニングでは，身体内部機能の効率の改善，すな

わち，身体資源の顕著な向上を期待することは困難

ではある。

しかし，女性の加齢による生体発達上の特性を考

慮し，また卒業後の生涯体育８)に継いでいくため

の体力の保持増進の方法１５)，３７)を体育理論などと

の連携のもとで理解し，実技の効果的な体験からそ

の方法を養う必要がある。

このような現状の認識から先行研

究９)，２０)，２１)，４３)をふまえ，本研究では，女子大
学の正課体育実技の教材としてサーキット・トレー

ニング29)を実施し体力の重要な要素としての，「全

身持久力」及び，「筋持久力」を主体とするトレー

ニング効果を期待するとともに，運動機能の向上や，

心理的側面にあたえる影響について検討した。

Ⅱ、研究方法

１．調査対象

昭和63年度，正課体育実技受講者の－年次生228

名を２つのグループに区分した。すなわち，第１グ

ループ（以下第１群と略す）は，112名で，身体的

特性（平均±標準偏差）は，身長158.6±4.1ｃｍ，

体重52.8±5.9kgであり，第２グループ（以下第２

群と略す）は，第１群とは別の学生116名で，身体

的特'性は，身長157.9ｃｍ±4.2cm，体重50.9±

6.0ｋｇである。いずれのグループも，全ての種目，

調査項目に記録，成績を得たものである。

２．調査期間

第１群は，昭和63年４月～６月の６週間で，第２

群は，昭和63年６月－７月の５週間である。

３。場所

体育館２階フロアー及び３階ギャラリー

４.トレーニングの実施内容

サーキット・トレーニングとして採用した運動種

目は，表１に示すごとく，全身にわたる９種目で，

ほとんど器具を使わない種目を採用した。また運動

の実施にあたってはトレーニング効果を向上させる

ために，トレーニングの原理，特にSpecificityの原

理33)に基づき運動のねらいを理解し，パーフオマ
ンスの向上に努めるよう指導した。第１群に対する

トレーニング内容は，表１に示した９種目の運動を

サーキット・トレーニングを実施した。初回の第１

表１．サーキットトレーニングの運動種目とねらい

－１２－

運動種目 運動のねらい

1．踏み台昇降 下肢筋群全身持久力

２．伏臥上体脚そらし 背筋力

３．バーピージャンプ 敏捷』性

４．仰臥膝立上体起こし 腹筋力

５．スクワットジャンプ 脚力

6．膝位腕立肘屈伸 腕肩筋力

7．伏臥脚あげ 背臂の筋力

8．縄跳び 下肢・腕全身持久力

9．仰臥胸おこし 腹筋力
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週目と最終の第６週目に各種目の最大能力を測定し，

第２～５週の間をサーキット・トレーニング期間と

した。第２群のサーキット゜トレーニング内容は，

第１群が実施したトレーニング内容と同一の運動を，

２回反復（以下２セットと略す）するサーキット・

トレーニングを実施し，第１週目は測定のみ，第５

週日は，トレーニングの終了後20分の休息を経た後，

最大能力を測定し，第２～５週の間をサーキット゜

トレーニング実施期間とした。種目毎の最大能力の

測定は，それぞれの種目間に１分30秒ずつの休憩を

挿入し，３０秒間に実施される最大回数を求めた。ト

レーニング期間に用いた負荷は，最大回数のl/2の

回数とし，第１群は，３セット（３回反復）実施，

第２群は２セット（２回反復）を実施した。各対象

には，それぞれ個々に毎回（毎週）実施結果の記録

を記載させた。また，毎回，始業前に椅坐で，安静

時脈拍数を触診法により測定し，その後，続いて準

備運動の後，触診法により，ほぼ，120拍／分の水

準の強さを確認し，続いてサーキット・トレーニン

グの測定を実施した。

５．測定及び実施項目

Ａ・サーキット・トレーニング前・後の脈拍表（身

体作業能力の測定）

測定は，トレーニングの実態とそれに伴う生体へ

の負荷強度を知るために，次の１）～４）の項目に

ついて実施した。

１）サーキット・トレーニング種目の，実施前・

後の最大回数（以下，サーキット前。後の最

大回数と略す）

２）サーキット・トレーニングの所要時間（以下，

サーキット所要時間と略す）

３）毎分安静時脈拍数（以下，安静時脈拍数と略

す）

４）サーキット・トレーニング実施終了直後の脈

拍数（以下，サーキット終了直後値と略す）

なお，脈拍数の測定方法は，榛骨静脈を，個々で

触診法により，安静時脈拍数は，３０秒間，サーキッ

ト終了直後は，トレーニング終了直後，５秒後より

10秒間測定し，それぞれを１分間値に換算した。

Ｂサーキット・トレーニングの実施後の主観的

観察の調査（心理的影響の測定）

サーキット゜トレーニングの実施が心理的側面か

らみて，生体にどの様な影響を及ぼすのかを知るた

めに，Borg2)，３)，小野寺。宮下34)，浅見１)，吉
田。下田43)のスケール42)を採用し，次の３項目に
ついて毎回（毎週）トレーニング終了後に質問紙調

査を実施した。

１）主観的運動強度

２）吐き気や立ち眩みの程度

３）呼吸・心臓の状態

そして，サーキット。トレーニング全期間終了後

に，４）サーキット。トレーニングの主観的効果

（ａ、全身持久力，ｂ・筋持久力，ｃ・敏捷性）に

ついての質問紙調査を実施した。

６．データの処理

Ａ項目のサーキット・トレーニング前・後の最大

回数，サーキット所要時間，トレーニング終了直後

値，の測定結果は，全体について平均値と標準偏差

で示し，対応のある場合のｔ検定で整理した。

Ｂ項目のサーキット。トレーニングの主観的観察

の調査及び，サーキット・トレーニングの効果の結

果については，分割表のＸ２検定を用い，差の検定

を行った。特に，サーキット・トレーニングの主観

的観察の調査及び，サーキット゜トレーニングの効

果については，調査項目が質的（内面的）なもので

あるため，計数データの解析として有効な分割表に

まとめた。

これらのデータ処理は，ＮＥＣ製，PC9081によっ

た。

m・結果

表２は，サーキット前・後の最大回数の成績及び

結果を示したものである。

トレーニング実施後は，全ての種目に実施回数の

増大が認められ，いずれも，実施後においL有意>｣（

準１％で大なる差が認められた。

表３は，トレーニヴ実旅期間中の。サーキッ■

所要時間，安静時脈拍数，トレーニング終丁直後他

の結果成績を示したものである。

サーキット所要時間は，実施回数を経るごとに所

1３－
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表２．トレーニング前・後の種目毎の最大実施回数の比較

､j霊wＦ

回数（Ｍｅａｎ±ＳＤ）第１群，Ｎ＝112：第２群，Ｎ＝116．＊＊ｐ＜0.01

表３．サーキット・トレーニングの所要時間，トレーニング前・後の脈拍数

（Mean±ＳＤ)第１群,Ｎ＝112：第２群,Ｎ＝116,＊ｐ＜0.05,＊＊ｐ＜0.01

注：トレーニング１回目の平均値との有意差検定（ｔ）

要時間の短縮がみられた。１回目とそれ以後の平均

値においては，有意水準１％で，２回目以後がそれ

ぞれ有意に小で推移したｂ

安静時脈拍数は，第１群の２，４回目，第２群の

４回目に有意水準５％で差がみられた以外は，ほぼ，

同水準であった。

トレーニング終了直後値では，第１群で３，４回

目に５％，第２群では同じく，３，４回目に有意水

準1％の差がみられた。

表４は，サーキット・トレーニングが，生体に心

理的影響を及ぼす要因とする，主観的運動強度につ

いての調査結果である。

第１群の1回目が，「非常に強い」と答えたもの

が38％と多く，他とは，様相が全く異なっていた。

しかし，２回目には，4.5％と激減し，「中くらい」

が，１回目より27％の増加をみた。その後，第１，

２群とも「中くらい」が，回数を追うごとに増加し

たことが特徴的であり，その他は，極端な増減はみ

１４－

種目名 踏み台昇降
伏臥上体

脚そらし

バーピー

ジャンプ

仰臥

上体起こし

スクワット

ジャンプ

膝位

腕立肘屈伸
伏臥脚あげ 縄跳び

仰臥胸

おこし

第
１
群

実施前

実施後

17.4±2.8

19.5±2.8

＊＊

23.9±6.3

34.7±8.3

＊＊

12.7±２．５

14.8±１．９

＊＊

12.4±2.8

16.2±４．２

＊＊

22.1±4.0

26.5±３．７

＊＊

18.5±５．９

26.3±７．３

＊＊

28.3±5.9

34.5±4.4

＊＊

62.5±10.0

71.1±9.7

＊＊

19.7±5.4

24.3±5.4

＊＊

第
２
群

実施前

実施後

16.5±3.5

19.1±2.8

＊＊

24.5±７．４

34.1±10.0

＊＊

12.6±２．７

14.6
＋

＊＊

､６

12.8±３．６

17.5±４．２

＊＊

20.3±6.0

26.8±4.2

＊＊

23.4±４．５

29.5±6.8

＊＊

25.2±5.9

34.4±5.8

＊＊

59.0±10.2

68.9±９．６

＊＊

19.3±４３

23.9±6.1

＊＊

トレーニング週

測定調査項目

第２週日

(１回目）

第３週目

(２回目）

第４週目

(３回目）

第５週目

(４回目）

所要時間

(秒）

第１群

第２群

801.0±6８．２

556.6±８８．８

706.3±６６．０

＊＊

480.7±8４．４

＊＊

682.4±５６．９

＊＊

453.6±７０．５

＊＊

654.3±６２．７

＊＊

425.7±６５．９

＊＊

安静時

脈拍数

(拍/分）

第１群

第２群

７９．８±１１．５

７７．２±１１．９

７７．９±１．０

＊

７７．４±１０．６

７８．３±２．３

７９．０±１１．１

７６．９±1０．２

＊

８０．２±1０．７

終了直後

脈拍数

(拍/分）

第１群

第２群

140.4±2０．０

133.8±２２．０

１４１．４±２２．４

１３７．５±２１．７

１４５．４±２３．９

＊

139.7±２２．７

＊＊

145.5±２１．５

＊

140.7±２２．９

＊＊
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表４.主観的要因の調査（主観的運動強度） 表５．主観的要因の調査(吐き気・立ち眩みの程度）

駅
I軍TUWilm~LWH霊

Ｘ２＝５１．４４

(有意水準１％で高度に有意差あり）
X2＝1.49（有意差なし）

１１１珂票Ｈｌ二
)(4２ ).（

厄
５６(5６．９

笄ｌ８Ｚ(７０．６）’２９

X2＝5．０７（有意差なし）

X2＝1.46(有意差なし）

X2＝4.69（有意差なし）

X2＝0.21（有意差なし）

Ｘ２＝1.62（有意差なし）

第１群，Ｎ＝１１２：第２群，Ｎ＝116（％値）

られなかった。

表５は，吐き気，立ち眩みの程度についてみたも

のである。

そのうち，「倒れた」ものは，第１，２群とも０

名で，「吐き気がしひた」ものは，第１群より，第

２群に多くみられた。また，「何ともない」が，第

１，２群とも66～76％を占め安定した様相を呈して

いた。

表６は，呼吸，心臓の状態についてみたものであ

る。

「ノド気道，心臓が破れそうだった」は,第１群

の１，２，４回目に１名みられたのみで，「何とも

ない」「呼吸は苦しいが，たいしたことはない」を

併せると86-93％で安定していた。

表７は，サーキット・トレーニングの主観的効果

を知るために，全サーキット゜トレーニング期間終

了時に実施した，質問紙調査の結果である。

サーキット．トレーニングのねらいである「全身

持久力」「筋持久力」「敏捷』性」などの３項目につい

ては，両群間のいずれにも極端な差はみられなかっ

た。

目｜弟Ｚ稲

Ｘ２＝2.32（有意差なし）

第１群，Ｎ＝１１２：第２群，Ｎ＝116.（％値）

表６．主観的要因の調査（呼吸・心臓の状態）

１J

激
。

Ｗ・ノ｢J1蔵０

鮒VＭ

NLlM岬

X2＝1.16(有意差なし）

X2＝2.19(有意差なし）

X2＝1.23(有意差なし）

Ｘ２＝4.76(有意差なし）

第１群，Ｎ＝１１２：第２群，Ｎ＝１１６（％値）

－１５－

２
回
目

回
数 主観的運動強度

軽かった 中くらい かなり強い 非常|こ強い

１
回
目

第１群

第１群

0(0）

１５(12.9）

20(17.9）

51(440）

49(43.8）

42(36.2）

43(38.3）

8(6.8）

回
数

吐き気･立ち眩みの程度

何ともない
頚がボーとして

立ち１Ｍ(みした
吐き気がした 倒れた

１
回
目

第１群

第２群

75(67.0）

83(716）

37(33.0）

29(25.0）

0(0）

4(3.4）

0(0）

0(0）

２
回
目

第１群

第２群

l(0.9）

3(2.6）

50(446）

66(56.9）

56(50.0）

44(37.9）

5(4.5）

3(2.6）

３
回
目

第１群

第２群

1(0.8）

2(1.7）

58(518）

73(628）

49(43.8）

40(345）

4(3.6）

1(0.9）

３
回
目

第１群

第２群

80(71.4）

84(724）

29(25.9）

30(25.9）

3(2.7）

2(17）

0(0）

0(0）

４
回
目

第１群

第２群

4(3.6）

2(17）

65(58.0）

75(647）

40(35.7）

37(319）

3(2.7）

2(17）

４
回
目

第１群

第２群

86(7Ｍ）

81(69.9）

24(214）

29(25.0）

2(1.8）

6(5.2）

0(0）

0(0）

回
数

呼吸・心臓の状態

IilとIMiい WIIU堵しい力！

たいしたここiiい

ﾉﾄﾞｶﾂﾞｾﾞｰｾﾞ-し

てlWH力漕しい

ﾉﾄﾞ髄,lMii力鞁

Illそうだった

１
回
目

常1群

鮪2群

20(lZ9）

18(15.5）

75(670）

M(7Ｍ）

16(143）

14(121）

l(08）

0(0）

２
回
目

傭1群

開2群

20(179）

26(2Ｍ）

75(670）

79(68｣）

16(lい）

11(95）

l(M）

0(0）

３
回
目

第１群

蝋2群

22(１Ｍ）

30(259）

81(723）

77(6Ｍ）

9(80）

9(78）

0(0）

0(0）

４
回
目

常1群

儲2群

35(313）

23(１Ｍ）

68(607）

81(6Ｍ）

8(71）

12(103）

l(08）

0(0）

第１群

第２群

77(68.8）

82(7Ｍ）

33(29.5）

29(25.0）

2(L8）

5(43）

0(0）

0(0）
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縮比率は，第１群では，１回目の１００％に対し，２

回目の88.1％，３回目で85.1％，４回目で81.5％で

あった。第２群では，２回目で86.4％，３回目で

81.0％，４回目で76.5％であり，短縮の比率は第２

群が最大であった。

これらの傾向は，セット回数や運動強度の差によ

るものと推察きれるが，所要時間の短縮への個人の

成績向上への意欲や，運動強度に対する心理的影響

も無視できない要因であろう。

表７．サーキットトレーニングの主観的効果

「B

r田■墾膀悪偲、ｍ匹曜鰯田園研閻田■田

國■耐用■■､冊■￣

X2＝4.24(有意差なし）

庁団■罰房關匹靭、■賢己皿屡房閻田房砠

匹悪砠■研旧■、■￣
００

また，トレーニング終了後の脈拍数は，第１群で，

140.0±20.0～145.50±21.5,第２群では，13.38±

22～140.7±22.9であり，１回目との比較では，第

１群の３，４回目で有意水準５％，第２群の３，４

回目で有意水準１％の差が生じた。このことからみ

れば，トレーニング1回目（第２週）において，第

１群のトレーニングが，第２群でのトレーニングよ

りサーキット終了直後値が高い結果からも伺えるよ

うに，第１群の３セット回数トレーニングが，その

頻度の多さと比例して，身体への運動強度が強いこ

とを意味している。それに対して，第２群ではトレ

ーニング期間の第４，５回目に第１回との比較にお

いてサーキット終了直後値が極めて多くなっていた

（有意水準１％を確認)。このことは，第１群のト

レーニングでもみられることではあるが，第１群で

の有意差は，５％であり，第２群との比較において

その差が小さい。このことは，第２群でのトレーニ

ングの方が，心理的側面よりとらえられるところの，

トレーニング中における自己の体力の限界や，持久

的限界への挑戦意欲が高い結果，おのずとトレーニ

ング終了後の脈拍数が上昇するものと考えられる。

一方，第１群でのトレーニングでは，セット数が

多いことから，体力的習熟度や，トレーニング強度，

パーフォマンス向上のための意欲等の減退傾向が生

じ，脈拍数が増加する度合いにおいて，第２群との

比較でその頻度が低く表われるものと考えられる。

すなわち，トレーニング後の所要時間が毎回短縮さ

れるにもかかわらず，サーキット終了直後値が増加

していることから，トレーニングやペース配分の習

熟のみに止どまることなく，「全身持久力」「筋持久

X2＝0.95(有意差なし）

Ｘ２＝0.41(有意差なし）

第１群，Ｎ＝112：第２群，Ｎ＝116(％値）

Ⅳ。考察

サーキット・トレーニング実施後の種目最大回数

は，表２に示したように，第１，２群とも，全種目

に増加がみられた。そのうち，トレーニング前の測

定値で，サーキットのセット回数（トレーニング負

荷頻度）の少ない第２群が，セット数の多い第１群

を上回った種目は，「伏臥上体そらし」「仰臥上体お

こし」「膝位腕立肘屈伸」であり，トレーニング後

では，「仰臥上体おこし」「スクワット・ジャンプ」

「膝位腕立肘屈伸」であった。これらの観点からみ

ると，セット回数（トレーニング負荷強度）の差に

よるトレーニング効果が，最大回数の向上には，直

接結びつかないことが確認された。このことは，全

てにおいて調査していないが，非鍛練者の身体内部

機能の効率の改善に向けて，トレーニング実施時の

初期的傾向としてみられるものと推察される。

表３からみた，サーキット・トレーニング期間中

の所要時間は，第１，２群とも，毎週その成績は短

縮され，両群とも，１回目の平均値と２．３．４回

目とでは有意水準１％で小なる差が確認された。短

－１６－

設問 敏捷性は高まったと思う力】

回答 そんな気がする 何と'()言えない そんな気はしない

第１群 59(52.7） 45(40.2） 8(7.1）

第２群 46(39.7） 62(53.4） 8(6.9）

設問 筋力は高まったと思う力】

回答 そんな気がする 何とも言えない そんな気はしない

第１群 50(44.6） 54(48.2） 8(71）

第２群 51(44.0） 60(5L7） 5(4.3）

設問 へばらずスタミナがついたと思うか

回答 そんな気がする 何とも言えない そん産気はしない

第１群 44(39.3） 57(50.9） 11(9.8）

第２群 49(42.2） 58(50.0） 9(7.8）
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力」の向上，即ち，身体内部機能の効率の改善がな

されたとともに，精神的要因としてとらえるところ

の，トレーニング実施における時間短縮のための意

欲の向上として評価できる。このことが，トレーニ

ング負荷頻度の少ない第２群が，トレーニング負荷

頻度の多い第１群に比較して，より高い成績を表し

ていることに直結していると推察できる。

他方，毎回トレーニングの直後に，Borg2)，３）
小野寺．宮下34)の主観的運動強度の分類を用いて

調査した心理的要因（サーキット。トレーニングが

女子学生に与える，心理的な運動の強さの度合い）

についてみると，表４からも明らかなように，２×

４分割表としてＸ2検定した結果，トレーニング１

回目で，セット数による両群の間に顕著な差が生じ

た。すなわち，第１群は第２群と比較して主観的運

動強度が極めて大きい（X２値＝51.44＞X；（0.01）

＝11.34）結果を得た。しかし，２回目（Ｘ２値＝

5.07）では，極端に減少し，両群に差がなくなった

ことからみても，サーキット・トレーニングの習熟

による，精神的負担が激減し，セット回数による差

がなくなったことを表しているものと考えられる。

以後，トレーニング３，４回目でも，セット数によ

る差はみられなかった。また，「吐き気，立ち眩み」

「呼吸，心臓の状態」においても，両群間のセット

回数による差は認められなかった。

表７は，全サーキット・トレーニング期間を終了

した時点（６週または５週）での，主観的サーキッ

ト・トレーニングの効果についての調査をみたもの

である。これからみると，Ｘ2検定の結果からも明

らかなように，第１群，第２群間に，セット回数

（トレーニング負荷頻度）による差はみられなかっ

た。また，特に，「全身持久力」「筋持久力」では，

第２群と第１群間には，その差は全くみられなかっ

た。しかるに，「敏捷'性」においてのみ，第１群に

おけるＸ2検定値（4.24）からみると，有意水準

20％の，極くわずかな差しかみられなかったことを

みても，第１群，第２群間には，その差はほとんど

ないことがわかる。故に，第２群（２セット負荷頻

度）においても，心理的側面での効果であり，パー

フォマンスの向上とともに，トレーニング効果は有

意に向上したことから，サーキット・トレーニング

による運動効果は身体的側面（身体内部機能の効率

の改善）及び，精神的側面（持久性の主観的効果）

の両面から保てたと考えてよい。また，指導者の主

観的評価や，女子受講学生の，全サーキット・トレ

ーニング実施期間終了時の感想文などからみても，

パーフォマンスの向上及び，トレーニング効果は十

分保てたことが伺われた。

Ｖ，要約

女子大学の正課体育実技において，１年次生112

名及び，そのグループとは異なる，他の１年次生

116名の２つのグループを対象に，サーキット・ト

レーニングを実施した。そのトレーニング効果及び，

至適運動強度，また，心理的要因の変化について検

討した結果は，次に示すとおりである。

1）サーキット・トレーニングの所要時間は，毎

回減少していき，第２回目に大きな時間短縮

がみられ，以後も順次連続して減少きれてい

く。また，時間短縮については，初めに種目

間のインターバルでその傾向力洞われ，次い

で種目内の順に時間減少がなされていくもの

と考えられる。

2）安静時脈拍数は，毎週，同程度と考えてよい

が，トレーニング終了直後の脈拍数は，３，

４回目に有意な差を生じた結果から生体にお

ける，身体内部機能の効率改善及び，質的な

パーフォマンスの向上があったものと考えら

れる。

3）サーキット。トレーニングの反復回数（セッ

ト回数）の差が，運動種目の最大測定値の向

上には，直接結びつかず，むしろ，トレーニ

ングへの習熟度や，個人的な成績向上意欲な

ど，心理的要因が，パーフォマンスの向上に

好影響を及ぼしたことが認められる。

4）サーキット・トレーニングの，全期間終了時

の質問紙調査による心理的要因では，サーキ

ット・トレーニングの効果として，両グルー

プとも効果があったとするものが第１群で

42.0％，第２群では，４３．１％あった。また，

－１７－
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両グループ間の反復回数（セット回数）によ

る差は確認できなかった。また，全身持久力，

筋持久力の向上についても，反復回数（セッ

ト回数）での差は確認できなかった。これは，

主観的運動効果を認めながらも，両グループ

間では，その差がないことを示すものである。

5）５週間という，短期間のサーキット・トレー

ニングにおいても，標準的な９種目の２セッ

ト実施で，身体的内部機能の効率改善に効果

のあることが確認されたことから，正課体育

実技における至適運動強度は，保てると考え

てよい。

の関係についての研究，神戸女子大学紀要，家政学部

編，１，１，２１，２，１９９０．
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12）

13）

14）

15）

今後は，種目最大能力値の優れているものと，種

目最大能力の低いものとで，トレーニングによるパ

ーフォマンスの差が，如何に変容するのかを検討の
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執筆要項補足

1．図表の作成

図題，表題及び，それらの見出しや説明文，注は欧文抄録の理解を助けるために，欧文とすることが望

ましいが，論文全体としての釣合い上あるいは不正確で分りにくい欧文よりは和文の方がよい。

なお，表注は表の下に一つひとつ改行し，注符号は，上つきダガー↑，↑↑，↑↑↑……などの順に用い，アステ

リスク*，＊*，…，は統計学上の有意水準を示すときにのみ用いるものとする。

２．引用

論文中で文献を引用する場合には，基本的な文献を厳選し，正確に引用する。引用した文献はすべて文

献表に掲載する。

a、本文中で文献の一部を直接引用するときは，引用した語句または文章を和文の場合には「」，欧文の

場合には“”でくくる。その後に，（）で著者の姓（familyname）を記入し，その右肩に片かっこつき

で文献表と一致する番号をつける。

［例］

ｌ）「健やかなからだづくり」（田辺2ｲ)）という標語は…．

２）“interpretiveculturalresearch'，（Harris`)）の視点…．

b・著者が２名の場合，和文の場合には中黒（・），欧文の場合にはandを用いてつなぐ。ただし，著者が

３名以上の場合は，ファースト・オーサの姓の後に和文の場合にはほか，欧文の場合にはetaLを用いる。

［例］

３）「………」（川畑．東山301）という結論は…．

４）“……，，（ParkandHarris251）という考え方には…．

５）「………」（嵯峨ほか'５１）という結果には…．

６）“……”（HarrisetaLlｲ'）の視点は…．

ｃ・同じ論文や文献を２回以上引用する場合には，文献表にはページ数を記入しないで，本文中に著者とペ

ージ数を（）をつけて記入する。

［例］

７）「………」（川畑・東山30）ｐ21）という仮説は…．

８）``……',（Blooml1pplO1-102）という主張には…．

ｄ・本文中で参照した文献を明記する場合には，次のような形で著者名を記入する。文献が３点以上連続す

る場合はハイフン（-）でつなぐ。連続番号ではない一連の文献の区切りにはコンマを用いる。

［例］

９）山岡らｗによれば…．

10）宇田川33-3`）による一連の研究では…．
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１１）四条・川畑２７．２９１によれば…．

１２）ParkandHarris25）およびButt2）の見解は…．

１３）BloometaLl1によれば…．

１４）マックロイ（McCloy）’7,18）によれば…．

１５）Harris5-7’’’’'-13）の一連のフィールドワークでは…．

e・翻訳書の著者を表記するときは，カタカナ表記とし，初出時に（）で欧文表記をつけ加える。ただし，

慣用的にカタカナ表記されている著者名の欧文表記は不要である。（基準は執筆者の判断による。なお，

巻末の文献表に翻訳書の原典の書誌データをく＞で記入するかどうかもこの文中の表記と対応きせる｡）

［例］

１６）マイネル（Meinel）２３）は…．このマイネルの概念…．

１７）プラトン２６）の教育論によると…．

f、翻訳書と原著の両方を引用したときには，翻訳書は上記ｅに従って記入する。原著は欧文表記とする。

［例］

１８）マツクロイ（McCloy）’8）によれば…．しかしながら，マックロイ,7）の一般運動能力テストでは

…．一方，McCloy2o-22）の運動許容量テストでは…．

3．文献表の作成

文献（References）の記載は原則としてファーストオーサの姓（familyname）のABC順とし，書誌デ

ータが出典に基づいて正確に記載きれていなければならない。書誌データには通常，著者名・発行年・タ

イトル［題名・書名］・出版社・ページなどの情報が含まれている。

1．定期刊行物［periodicals］（いわゆる雑誌）の書き方

定期刊行物の場合の書誌データの表記は，著者名（発行年）論文名，誌名，巻（号）：ページの順とす

る。

（１）著者名（発行年);共著の場合，和文の場合には中黒（・），英文の場合にはandで続ける。ただし

英文で３人以上の場合にはコンマ（,）でつなぎ，最後の著者の前だけにandをいれる。発行年は

著者名のすぐ後の（）内に西暦で記入し，論文名と区切る。

［例］

１）四条一路・烏丸公一・河原町子（1991）

２）Hall,ＭＡ,Cullen,、,andSlack,Ｔ・（1989）

（２）論文名;論文名の最後はピリオドいを打つ。欧文では，題目の最初の文字だけを大文字にする。

（３）誌名;原則としてその雑誌に指定きれた略記法，または広く`慣用的に用いられている略記法に従う。

それ以外は省略しない。

（４）巻号およびページ;巻数の後にコロン（：）をつけ論文の開始ページと終了ページを省略しないで

－２２－



ハイフン（-）で結び,最後にピリオド（.）を打つ。同一巻が通しページとなっていない場合には，

号数を（）で巻数の後に示す。

［例］

３）立石憲彦（1990）微小血管における赤血球からの酸素放出速度の測定一装置の開発とラット腸間膜

での測定一．日本生理誌５２：２３－３５．

４）HarrisJC(1989)Suitedupandstrippeddown:perspectivesforsocioculturalsportstudiesSociolo‐

gyofSportJournal6：３３５－３４７．

５）Chang,ＨＫ(1984)Mechanismsofgastransportduringventilationbyhigh-frequencyoscillationJ・

Appl・Physiol.：RespiratEnvironExercisePhysio１．５６：５５３－５６３．

６）Neumann,MandEason,、(1990)Casinoworld：bringingitallbackhomeCulturalStudies4(1)：

４５－６０．

７）関修（1990）ストレスを癒すフイジカル・エクササイズ．イマーゴ１（６）：172-181.

2．単行本の書き方

書き方の原則は定期刊行物の項に従う。同じ文献を２回以上引用する場合には，文献表にページ数を記

入しない。（本文中に引用ページを明記する。２－c参照）

ａ・単行本の場合

単行本の表記のし方は，著者名（発行年）書名（版数，ただし初版は省略)，発行所：発行地，引

用ページ（ｐまたはpp.)，の順とする。なお，引用箇所が限定できない場合には，ページは省略する。

また,編集(監修)書全体の場合には,編,監,あるいは編著と表記する。英文では(Ed)，または(Eds）

をつける。

［例］

１）保健体育科学研究会編（1981）保健体育教程（新訂版)．技術書院：東京，ppl7-22.

2）Butt,ＤＳ（1987）Psychologyofsport:ｔｈｅbehavior,motivation,personality,andperfOrmanceof

athletes(2ｎｄｅｄ）VanNostrandReinhold:NewYork,ｐｐｌ２－１３．

３）山口昌男編（1987）越境スポーツ大コラム．ＴＢＳブリタニカ：東京．

４）Chu,、,Segrave,ＪＯ,andBecker,ＢＪ.(Eds.)(1985)SportandhighereducationHumanKinetics：

Champaign,ＩＬ

ｂ、単行本の一部の場合

単行本の一部の論文や章の場合には，著者，論文名（章の題名）の後に編集（監修）者名と編，監，

編著などをつける。英文の場合には，Ｉｎ：をつけたあと編集（監修）者名と（Ed)，または（Eds.）を

つける。

［例］

５）Moony,Ｊ(1983)TheCherokeeballplayln:Harris,ＪＣ・ａｎｄＰａｒｋＲＪ.(Eds.)Play,gamesandsports

－２３－



ｉｎculturalcontextsHumanKinetics:Champaign,ＩＬｐｐ、２５９－２８２．

６）新島龍美（1990）日常性の快楽．市川浩ほか編技術と遊び．岩波書店：東京，pp355-426．

ｃ・翻訳書の場合

原著者の姓をカタカナ表記し，その後にコロン（：）をつけて訳者の姓名を記入する。訳者が３人以上

の場合は，：…ほか訳と省略して筆頭訳者だけ記入する。欧文の翻訳書の場合，原著の出版年をく＞で

付記す。翻訳書の原著の書誌データは執筆者が必要と判断した場合に最後にく＞内に付記す。

［例］

７）ブルーム：菅野盾樹ほか訳（1988）アメリカン・マインドの終焉．みすず書房：東京，ｐｐ２１－２６

＜BloomA(1987)TheclosingoftheAmericanmindSimｏｎ＆Schuster:NewYork＞

８）LuriamAR:Solotaroff,LTrans.(1969)ThemindofamnemonistAvonBooks：NewYork,ｐｐｌ２－

15.＜OriginalWorkpublishedinRussian1965.＞

4．論文審査事項

論文の審査にあたり考慮することの中に，次の諸事項が含まれる。

Ｌ内容

原稿が未発表のものであること。ただし，

（１）学会大会等における口頭発表やその資料について，その内容を充実きせたもの，あるいは各種研

究助成金の交付を受けた研究を論文の形式にまとめたものは掲載の対象となる。

（２）すでに発表された論文に用いられた資料であっても，それについて異なった観点から分析や考察

が加えられている場合には掲載の対象となる。

2．人権擁護・動物愛護についての配慮

被験者や被験動物の取り扱いについては，「体育学研究における研究者の倫理」（体育の科学38巻２号）

を参照し，人権擁護・動物愛護の立場から十分注意するとともに，実際に配慮した点を論文中に明記する

必要がある。

3．用語やスタイル

ａ・文章表現について

（１）文章が簡明であり，すべての人が一義的に解釈できること。

（２）必要以上の省略がなされていないこと。

（３）一人称が乱用されていないこと。

（４）過大な修飾や客観性に欠ける修飾がなされていないこと。

（５）根拠に基づかない断定的な表現がなされていないこと。

ｂ・題目（タイトル）が和欧両文とも研究の内容を的確に表現していること。

ｃ・略語や新語を用いるときには，初出時に説明がなされていること。

－２４－



｡、文献の引用と文献表の作成（執筆要項２－(4)，２－(10）および「執筆要項補足」２，３参照）が適

切であること。

e、注記の仕方が適切であること。

ｆ図表の作成が適切であること。

附記

１．審査依頼状（様式４：京都体育学研究３巻36頁）の文章は一部改める。

２．論文審査申し合せ第６項（京都体育学研究１巻31頁）は次のように改める。

６．その他執筆要項補足「京都体育学研究」７巻21-25頁を参考とする。

３．本誌の編集及び論文審査に関するその他の関連記事

．「京都体育学研究」編集委員会に関する申し合せ（本誌1巻30頁）

・論文審査申し合せ（本誌１巻31頁）

・寄稿論文受領より採否までの過程について（本誌３巻33-37頁）

なお，執筆要項補足を記すに当っては体育学研究35巻４号（403-411頁）寄稿の手引きを参考とした。

平成３年１２月11日

－２５－
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執筆要項

1．論文の長さは，文献・図表・abstractを含め８ページ（400字詰原稿用紙で30枚）までとする。但し超過

した場合その費用は執筆者負担とする。

2．本誌論文の原稿執筆にあたっては，下記の事項を厳守されたい。

（１）原稿は，市販の横書原稿用紙（Ｂ５判400字詰）に清書し或はワードプロセッサ（Ａ４版20字×40行，

１５枚）により作成し提出する。

原稿は，1枚目：題目・英文標題，２枚目：著者名とそのローマ字名，著者の所属名と（）内にそ

の正式英語名，所属の異なる２人以上の場合著者名の右肩に＊，＊＊，・・・印を付して，脚注に＊，

＊＊，・・・印ごとに所属名と（）内にその正式英語名，３枚目：英文要約（タイプ用紙ダブルス

ペース250字以内)，４枚目：和文要約（編集用;英文要約と同一内容)，５枚目以降本文，注記，参考

文献，図・表の111頁に書く。

（２）外国人名・地名等の固有名詞には，原則として原語を用いること。固有名詞以外はなるべく訳語を用

い，必要な場合は初出のさいだけ原語を付すること。

（３）数字は算用数字を用いること。

（４）参考文献の引用は「京都体育学研究」執筆要項補足による。（京都体育学研究第７巻参照）

（５）注記は，補足的に説明するときのみに用い，本文中のその箇所の右肩上に註ｌ）註２）のように書き

本文の末尾と文献表の問に一括して番号順に記載する。

（６）図・表は1枚の用紙に１つだけ書く。また図と表のそれぞれに一連番号をつけ，図１，表３のように

する。（上記要項補足参照）

（７）図の原稿は半透明のタイプ用紙または淡青色方眼紙に黒インキで明瞭に書くこと。写真は明瞭なもの

を提出すること。

（８）図や表は本文に比べ大きな紙面を要する(本誌１ページ大のものは原稿用紙4.5の本文に当たる)から，

その割合で本文に換算し全ページ数の中に算入すること。

（９）図や表の挿入希望箇所は，原稿の本文の左横の欄外に赤字で指定する。

（１０参考文献の書き方は以下の原則による。

文献記述の形式は雑誌の場合には，著者名（発表年)，題目，雑誌名，巻号，論文所在頁;単行本の場

合には，著者名（発表年)，書名，版数，発行所，発行地，参考箇所の頁の順とする。また記載は原

則としてファースト・オーサの姓（familyname）のABC順とする。なお，上記要項補足参照。

（１１）本文が欧文の場合には上記要項に準じ，著者名と所属名は和文でも記し，和文要約は掲載用となる。
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